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 学生の職業的アイデンティティの検討 
 ―30年前との比較を通して― 




























































































































学年（課程） 性 学科 本分析での呼称 人数
中西
教養









男 人・文・理・工 高学年文理 94





















































































































































































と有意な低下が認められた（ t (46.3)＝ 2.51,  p ＜ .05）。他方，低学年看護や低学年教員では，低学
年文理と大きく異なる平均値が認められている。同一性達成や早期完了の得点が高く，同一性拡散
が低いところが共通する特徴といえるだろう。このように低学年看護と低学年教員は類似した平均







一性拡散においてのみ有意な差が認められた（順に  t (231.5)＝4.16,  p ＜ .01;  t (207.3)＝2.45,  p ＜ .05）。
高学年においては，同一性達成やモラトリアムの低下，同一性拡散の上昇という傾向が認められる
が，検定の結果では同一性拡散のみで有意な差が認められた（ t (66.7)＝ 2.21,  p ＜ .05）。 
 　女子学生については，中西（1983）には，教養課程の教養部と医療短大看護科をまとめた場合の
Table 2　対象者の属性別ステートメントに対する評定


























































































































































































早期完了が高く（順に  t (56.3)＝ 2.49,  p ＜ .05;  t (99.4)＝ 8.97,  p ＜ .01），モラトリアムが低かった
（ t (70.0)＝ 4.87,  p ＜ .01）。また高学年においては，同一性拡散で今回の調査の方が高いこと明らか













（Table 4），コレスポンデンス分析を行った。その結果が Figure 3である。なお第 1軸の寄与率は










 　Figure 3の中央付近には疎外的同一性ステイタスやクラスター 5が位置している。これらの群の
各ステートメントへの回答の様相から，中央付近は積極的に疎外的達成を選択している場合もある
が，いずれのステートメントにも同程度あてはまると回答する場合といえるだろう。これを囲むよ
うに，逆 U字，もしくは逆 V字状に各ステイタス，クラスターが位置していると見なせる。 
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Table 3　ステイタス別，クラスター別のステートメントに対する評定
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 　私は将来，定職につくつもりはありません。なぜかというと， 現在の社会のあり方 ，職業のあり
方に反発を感じるからです。だから，社会の秩序に従い，現実の社会組織に組み込まれるよりも，
 自分独自の道をすすみたいと考えています 。 
